
脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

脳疾患疾患は山口県の主な死因の4位、要介護が必要となる主な
要因の1位です。そのため、健康寿命の延伸には脳卒中に係る対策が
必要不可欠です。山口県は一次脳卒中センター（PSC）13施設、
一次脳卒中センターコア（PSCコア）5施設が認可を受けており、
各医療機関に8名の脳卒中リハビリテーション看護認定看護師が在籍
し、幅広く活動しています。 （2025年現在）

☆ 活動内容 ☆

＜看護師育成＞
「脳卒中ケアの苦手意識克服」楽しく学ぶ、脳卒中看護
「重篤化回避・生活再構築」のためのケアポイント
「画像診断から理解する」神経徴候や高次脳機能障害

＜コメディカル＞
「チーム医療」における脳卒中ケアのポイント
「脳卒中相談窓口」における開設や運営アドバイス

＜啓蒙啓発＞
市民に対して「脳卒中予防」出前講座などの普及活動
患者・家族に対して「再発予防」のための健康管理指導

＜訪問看護＞
「一人で悩まない」脳卒中シグナルやリハビリテーション

＜その他＞
現場の声や「生きたデータ」の提供など、情報収集の協力
勤労観「看護師の仕事」について説明
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